
○開催日：令和7年12月22日（月）

○講 師：公益財団法人古紙再生促進センター

古紙のリサイクルについて
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公益財団法人古紙再生促進センター

紙リサイクル促進大使
「カミリィ」ちゃんと
「カミリィママ」

古紙の回収・利用の促進を図ることを目的に1974年3月
に設立された内閣府所管の公益法人です。製紙メーカー、
古紙直納問屋、商社等の協力により運営しています。

主な事業

品 質 事 業：古紙品質調査、古紙品質トラブル調査

広 報 事 業：紙リサイクル研修会（住民向け、事業所向け）

 紙リサイクル出前授業（主に小学生対象）

 小中学生紙リサイクルコンテスト

 紙リサイクルセミナー

 啓発資料の作成・配布など

調 査 事 業：地方自治体紙リサイクル施策調査

 オフィス古紙調査など
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講演内容

１．古紙の回収について

２．禁忌品とは？

３．紙を古紙としてリサイクルする意義

４．紙リサイクルの現状
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家庭



事業所
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一般的な古紙の分別区分

①新聞（折込チラシ含む）

④紙パック

②雑誌類 ③段ボール
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ざつ

⑤雑がみ

・菓子箱
・包装紙
・はがき
・ポスター
など

１．古紙の回収について



古紙から再生される主な製品

新聞 段ボール 紙パック雑誌
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雑がみ

１．古紙の回収について



動画視聴
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https://youtu.be/S3ymNLvs0kc

１．古紙の回収について



動画視聴

10

https://youtu.be/AtZloH-_Hpo

２．禁忌品とは？
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代表的な製紙原料に適さない紙類の例

２．禁忌品とは？
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昇華転写紙（アイロンプリント紙）の混入によるトラブル
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２．禁忌品とは？
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２．禁忌品とは？
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代表的な製紙原料に適さない紙類の例

２．禁忌品とは？



粘着物の混入によるトラブル
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２．禁忌品とは？
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２．禁忌品とは？



日本国内では
1年間に約2,050万トンの紙が
消費されています。
（数値は2024年実績。一般家庭、事業所、工場等で消費された合計。）

一人当たり

約(165)Ｋｇ
（日本の人口を1億2,400万人として計算）
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３．紙を古紙としてリサイクルする意義



1年間に日本国内で消費された紙、2,050万
トンのうち、リサイクルするために回収された
割合は？

 ①
約40％

 ②
約60％

 ③
約80％
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３．紙を古紙としてリサイクルする意義



古紙回収量

1,681万トン

古紙回収量

1,189万トン
2024年の

紙板紙消費量
約2,050万トン

廃棄物処理へ

492万トン

2000年の古紙回収率約58%
のままだったらどうなるか・・・

紙リサイクルの進展により、492万トンの廃棄物減
量化の効果があったといえます。

廃棄処理量
369万トン

廃棄処理量
369万トン

2024年の
古紙回収率約82％

出典：経済産業省生産動態統計年報、財務省貿易統計 20

３．紙を古紙としてリサイクルする意義



紙・板紙生産における原料割合(2024年)

古紙
66.6%

木材
33.3%

その他
0.1%

→古紙は製紙会社にとって、紙・板紙を生産するうえで重要な原料
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３．紙を古紙としてリサイクルする意義



計画植林概念図

1年目に植林した木を、2年3年4年と育てて、9年目に収穫し
た後、その土地にまた植林

出典：日本製紙連合会「『紙は環境に悪い？誤解を解く6つの真実』」 22

３．紙を古紙としてリサイクルする意義



紙リサイクルの意義

• 廃棄物の減量化

• 森林資源の持続可能な利用

• 製紙原料の安定確保
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３．紙を古紙としてリサイクルする意義



出典：経済産業省生産動態統計年報、財務省貿易統計
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４．紙リサイクルの現状
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出典：経済産業省生産動態統計年報、財務省貿易統計
※古紙回収率＝古紙回収量 / 紙・板紙消費量
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４．紙リサイクルの現状
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段ボール古紙の回収量、消費量
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１．紙リサイクルの現状
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新聞古紙の回収量、消費量
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１．紙リサイクルの現状
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雑誌古紙（上質系を含む）の回収量、消費量
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１．紙リサイクルの現状



出典：大阪市HP「令和5年度の家庭系ごみ組成分析調査結果について」

家庭系ごみのうち普通ごみの組成調査結果（大阪市）
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４．紙リサイクルの現状



古紙回収可能量(試算)

2023年
国内消費量

(貿易梱包材込)

A.物理的に回収
できないもの

(用途による判
断）

B.回収され
ているもの

(古紙重量）

C.回収され
ていないも

の
（国内消費
量-Ａ-Ｂ）

X.製紙原料
として利用
困難なもの

D.製紙原料
としての回
収余地のあ
るもの
（C-X）

Y.製紙原料
として利用
可能だが
回収困難な

もの

E.製紙原料
として計算
上回収余地
のあるもの
（D-Y)

F.製紙原料
としての回
収可能性

(B+E)

紙・板紙合計
22,686 2,225 17,087 3,374 928 2,445 780 1,665 18,752

(9.8%) (75.3%) (14.9%) (4.1%) (10.8%) (3.4%) (7.3%) (82.7%)

X.製紙原料として利用困難なもの Y.製紙原料として利用可能だが回収困難なもの

①加工内容が製紙原料として利用困難なもの ③プライバシー保護・機密保護等の観点から回収になじまないもの

①ａ）その他薄葉印刷紙（禁忌品規定） ③ａ）その他特殊印刷用紙（葉書等）

①ｂ）情報用紙（禁忌品規定） ③ｂ）情報用紙（保管後廃棄）

①ｃ）感熱紙（禁忌品規定）

①ｄ）製紙原料に不適な未ざらし紙製包装 ④デッドストックになるもの

①ｅ）製紙原料に不適なさらし紙製包装 ④ａ）印刷用紙（蔵書）

①ｆ）各種加工紙（禁忌品規定） ④ｂ）包装用紙（一時滞留）

①ｇ）ワックス含浸等 ④ｃ）紙器用板紙（一時滞留）

①ｈ）製紙原料に不適な紙製容器

①ｉ）紙管原紙（大きさ等） ⑤回収が著しく困難なもの（どうしても廃棄物になるもの）

⑤a）新聞 5.0%

②使用後の性状により製紙原料として利用困難なもの ⑤b）雑誌・雑がみ 10.0%

②ａ）ｲﾝﾃﾞｨｱﾍﾟｰﾊﾟｰ（装丁等） ⑤c）段ボール    1.0%

②ｂ）使用済み重袋（内容付着）

②ｃ）純白ロール（食品等付着）

②ｄ）紙コップ等（飲料等付着）

②ｅ）家庭用雑種紙（異物付着等）

②ｆ）食品薬剤等用段ボール箱

②ｇ）食品薬剤等用紙箱

(単位：1,000トン)

※(     ) 内は2023年国内消費量に対する比率

資料：(公財)古紙再生促進センター
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４．紙リサイクルの現状



消費者意識調査

一般消費者の雑がみに関する意識を把握するため、一般消費者1,042名
に対し、インターネット調査を行いました。

質問 古紙の種類の中に、「雑がみ」（ざつがみ。紙箱や紙袋、コピー用紙、
トイレットペーパーの芯等。）があります。
あなたは「雑がみ」を可燃ごみにせず、資源として分けていますか。
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【事業概要・コンセプト】
主に小学生を対象としてセンターから雑がみ回収袋を提供し、児童が家庭から発生した可燃ごみ
に捨てられている雑がみを回収する事業。
家庭の中の「雑がみ」にも神様が宿っており、可燃ごみとして捨てられている「雑がみさま」を皆で
探し出して、救出しようというコンセプト。

参考：本事業は、いかにして子供たちに家庭での雑がみ分別に誘導するかを、大阪大学大学院経済学研究科・
松村真宏教授（仕掛学）指導の下、当センターと連携した新たな試み。正論（従来の正攻法）で解決しなかった
社会課題を正論は使わずに参加者が興味を持ちそうな「仕掛け」を利用することで、結果的に望ましい行動を
実現し、その後も継続しやすい仕掛け学のアプローチを採用。

【本事業の目的】
１．幼少期（学童期）からの分別習慣形成
幼少期（学童期）からの正しい分別習慣の効果は大きく、未来にわたって環境配慮行動を行う人材育成に
つながる

２．親世代への波及効果
子どもを発信源として家族と一緒に取り組むことで、同居する親世代の意識変化を促す

雑がみ啓発事業
「雑がみさまを探せ!」
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４．紙リサイクルの現状



表面

裏面

雑がみ回収袋  説明チラシ      活動写真
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４．紙リサイクルの現状



古紙回収可能量(試算)

2023年
国内消費量

(貿易梱包材込)

A.物理的に回収
できないもの

(用途による判
断）

B.回収され
ているもの

(古紙重量）

C.回収され
ていないも

の
（国内消費
量-Ａ-Ｂ）

X.製紙原料
として利用
困難なもの

D.製紙原料
としての回
収余地のあ
るもの
（C-X）

Y.製紙原料
として利用
可能だが
回収困難な

もの

E.製紙原料
として計算
上回収余地
のあるもの
（D-Y)

F.製紙原料
としての回
収可能性

(B+E)

紙・板紙合計
22,686 2,225 17,087 3,374 928 2,445 780 1,665 18,752

(9.8%) (75.3%) (14.9%) (4.1%) (10.8%) (3.4%) (7.3%) (82.7%)

X.製紙原料として利用困難なもの Y.製紙原料として利用可能だが回収困難なもの

①加工内容が製紙原料として利用困難なもの ③プライバシー保護・機密保護等の観点から回収になじまないもの

①ａ）その他薄葉印刷紙（禁忌品規定） ③ａ）その他特殊印刷用紙（葉書等）

①ｂ）情報用紙（禁忌品規定） ③ｂ）情報用紙（保管後廃棄）

①ｃ）感熱紙（禁忌品規定）

①ｄ）製紙原料に不適な未ざらし紙製包装 ④デッドストックになるもの

①ｅ）製紙原料に不適なさらし紙製包装 ④ａ）印刷用紙（蔵書）

①ｆ）各種加工紙（禁忌品規定） ④ｂ）包装用紙（一時滞留）

①ｇ）ワックス含浸等 ④ｃ）紙器用板紙（一時滞留）

①ｈ）製紙原料に不適な紙製容器

①ｉ）紙管原紙（大きさ等） ⑤回収が著しく困難なもの（どうしても廃棄物になるもの）

⑤a）新聞 5.0%

②使用後の性状により製紙原料として利用困難なもの ⑤b）雑誌・雑がみ 10.0%

②ａ）ｲﾝﾃﾞｨｱﾍﾟｰﾊﾟｰ（装丁等） ⑤c）段ボール    1.0%

②ｂ）使用済み重袋（内容付着）

②ｃ）純白ロール（食品等付着）

②ｄ）紙コップ等（飲料等付着）

②ｅ）家庭用雑種紙（異物付着等）

②ｆ）食品薬剤等用段ボール箱

②ｇ）食品薬剤等用紙箱

(単位：1,000トン)

※(     ) 内は2023年国内消費量に対する比率

資料：(公財)古紙再生促進センター
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英国製紙連合会（CPI）は小売業者やブランド企業が標準的な製

紙工場で容易に再処理できるようなパッケージを設計する方法を理
解する第一歩となる「リサイクル可能なデザインのためのガイドライ
ン」を作成しました。
リンク

https://thecpi.org.uk/library/PDF/Public/Publications/Guidance%20Docu

ments/Recyclability-Guidelines-2024.pdf

4 ever green（デザイナー、ブランドオーナー、リサイクル業者など
繊維ベースの包装のライフサイクル全体を代表する110以上のメン
バーからなる業界横断的な連合体）は、リサイクルが容易な包装や
素材を設計するための推奨事項を提供し、新しい紙ベースのパッケ
ージが循環性を念頭に置いてデザインされていることを確認するた
めのガイドラインを作成しました。

紙製のパッケージに特化した

リサイクル可能なデザインのためのガイドライン

リンク

https://4evergreenforum.eu/wp-content/uploads/4evergreen-Circularity-by-Design3.pdf
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４．紙リサイクルの現状



紙リサイクル簡易ツール
このツールは、家庭等から排出される紙ベースのパッケージが現在の米国の

リサイクルシステムにて処理が可能かどうかを評価するためのReMA(Recycled 

Materials Association、旧ISRI)が提供しているシステムです。

一連の基準に沿って自動的に採点し、色分けされた結果を提供して、パッケー
ジが基準を満たしているか(緑)、修正が必要な課題があるか(黄色)、または基準
を満たしていないか(赤)を判断します。

出典：Recycled Materials Associationホームページ 「The ReMA Fiber Recycling Readiness Tool」
https://www.fiberrrt.org/ 37

４．紙リサイクルの現状



ご清聴、ありがとうございました。

公益財団法人古紙再生促進センター
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